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てくださ
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私は昭和22年生まれ。
鹿児島県で生れ育ちました。
小学校低学年では脱脂粉乳
を飲まされた思い出があり
ます。小6卒業前に完全給食が始まりました。中学
校でも、昭和37年(1962年)卒業前に完全給食。小中
ともに卒業前実施というのが、恨めしい思い出の一
つです。当時は農家も多く、白米がいきわたってい
ましたが、私の家は⻨飯が日常でした。⺟親は⻨の
少ないところを選んで弁当に詰めてくれていました
が、色が気になったものです。学校給食が始まって

幸せを感じました。調理場
から漂ってくる出汁の香り
が、60年たった今でも鼻の
奥に残っています。思えば、

60年前に鹿児島県では中学校完全給食がはじまって
いたんです。
前宝塚市⻑さんの話しでも、自校調理方式を始め

るのはかなりエネルギーがいると思われます。自校
調理方式の意義をわかり賛同していただける人々の
輪をもう一息広げて最初の一歩を踏み出したいです
ね。がんばりましょう。教育委員会は、第４回給食あり方検討委員会

で次のように説明しています。
「ここのセンターを取り壊して、また新しいセ
ンターを建てるということになっていますので、
その工事期間も恐らく少なくとも１年はかかる
のではないかという見込みがありますので、そ
の間は小学校の給食、中学校の選択制給食も、
そのままだと停止することになります」（河内

⻑野市ホームページ「第４回 河内⻑野市学校
給食のあり方検討委員会 議事要旨」）。工事
期間は２年後の2024年度としています（河内⻑
野市ホームページ「第４回 河内⻑野市学校給
食のあり方検討委員会協議資料」）。
一方、自校方式の場合は、各学校での工事期

間中も給食センターは、操業していますので、
給食の提供が停止されることはありません。

教育委員会は「自校調理場が配置できる可能性が高い中学校は４
校/７校、小学校は5校/13校」（河内⻑野市学校給食のあり方検討委
員会答申書案）としています。しかし、これは、給食室を「増設でな
く単独棟での整備を検討する」「校舎1階の複数の教室を改修して行
う調理場整備は検討しない」（河内⻑野市学校給食のあり方検討委員
会 答申書（案））という方針のもとに調査・検討した結果です。
しかし、自校方式の給食を実施している他市では、給食室を単独棟

だけでなく、校舎の増設・改修等を行って整備しています。

例えば、富田林市では、中学校給食（選択制）の給食室を、市内に
ある８中学校すべてに、単独棟ではなく校舎の増設・改修・建て替え
によって給食室を配置して自校方式の給食を実施しています。富田林
市教育委員会の資料によると、８中学校のうち、３校が校舎1階の改
修、２校が校舎増設、1校が校舎建て替え、２校が校舎増設・改修で、
給食室を整備しています。
河内⻑野市でも、単独棟だけでなく校舎の改修などの方法を使えば

給食室を各学校に整備できます。

Q.センター方式の場合、工事期間中の給食はどう
なるのでしょうか。

Q.自校方式の場合、給食室をつくるスペースがない学校もあるのではない
のですか。

A.給食センターからの給食は、工事期間の
24年度、少なくとも１年間、ストップします。

A.給食室は、校舎改修などの方法を使えば、つくることができます。

60年前に鹿児島県では
中学校完全給食がはじまっていた


